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	スライド 1: 第6回日本遺伝学会春の分科会開催報告  本年度の春の分科会は、3月14日（土）に、三島商工会議所で開催されました。参加者は約50名で、関東を中心に、九州や北海道からの参加者もいらっしゃり、中学生や高校生、一般の方の参加もありました。今回の分科会は、「若者スティミュレーション」と題して、国立遺伝学研究所長の近藤滋先生、九州大学名誉教授の佐々木裕之先生、国立遺伝学研究所教授の中村保一先生から若手研究者に、生物学研究の醍醐味を伝えて頂きました。近藤先生からは、生き物の多くの模様がチューリングパタ

